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総 合 発　表

東北地方における転換畑だいず作について
木根淵　旨　光

（東　北集試）

1）だいず作を重要視する理由

だいすの生産量は国内需要量の約10％に過ぎないと

いわれており、だいずを原料とする国内食塩の大半は

輸入されている現状である。そのため国策としてもだ

いずの増産に大きく期待されている。東北地方は国内

食糧の主生産地と認められているが，それは米のみで

はなく畜産，果樹，そ菜など立地の特徴を生かした生

産が期待されているもので．だいず作も重要な作目に

含まれているのは当然である。

東北地方でだいず作が適地であるか香かは生産性を

高めるうえで極めて重要な問題であるが第1表によれ

ば適地であることが十分に推定される。すなわち，だ

いず作の主要作付地帯とされている北海道，東北北部，

北九州の10a当たり収量を比較すると，1970年度の

推定では東北北部は北海道に比較して24毎低収である

が．北九州に比較しては24毎多収である。また，だい

ず栽培技術の現技術水準と今後に推定される技術水準

の向上から，1990年度の188当たり収量を比較する

と東北北部は北海道に比較して20晦低収であるが．北

九州に比較してはdO毎多収が考えられる。さらに東北

地帯としては低収である東北南部においても北九州に

比較しては多収である。このようにだいず収且からみ

て東北地方は北海道に次いでだいず作は広面横にわた

って適地性を持っているとみてよいであろう。しかし．

だいず作の108当たり収益は他作物よりも低くト経営

上からみると他作物に比較しての有利性には乏しいの

第1表　だいず108収量の予測（明峰氏）

地　　　 帯 1 9 5 0 1 9 7 0 1 9 8 〔） 1 9 9 0

北 海 道 東 南 1 59 晦 18 2 毎 24 0 毎 280 毎

北　 東　 北 15 7 158 25 0 2 68

衷　 東　 北 15 0 155 220 2 40

南　 東　 北 127 122 2 10 2 40

北　　　　 陸 15 8 158 22 0 250

東　　　　 山 155 15 2 250 260

北　 九　 州 104 114 18 0 200

以 上商 品 生産 地帯 14 1 156 22 2 25 5

自　給 生　 産 地 帯 125 12 5 180 20 0

が実情であり，第1回に示したように東北地方は栽培

の適地性が高いといっても栽培面積は1950～dO年度

を最高として急減を示し．第2次大戦前約10万haの

作付面積が1970年度では4．8万haと半減の状態と

なっている0
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第1図　東北のだいず作付面横とその全国（除沖縄）に
占める面積の変遷（農林統計表による）

この傲向は第1回からみると東北地方以外の地域に

作付減少が著しく．そのため東北地域の作付面積は全

国対比からみて著しく増加し戦前25％前後の状態か

ら1970年度では54％と急増している。この憤向は東

北地域のだいず作が他地域に比較して必ずしも適地性

や経済的な有利性を裏付けているものではないが，少

なくとも東北地域におけるたいず作が国内産だいずと

して重要祝される位置を占めているものと考えてよい

であろう。

2）転換畑だいず作が重要視される理由

東北地方のだいず作は国内生産上からは重要視され

るものであるが．他作物に比較して経済的有利性が低

いことが，おそらく主因となって作付減少が著しい傾

向を示している。このような作物を転換畑で重要視す

る理由は次のようである。

第1にはだいずの国内消費量からみて．製油用だい
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ずについては生産費が我が国のほぼ半分とみられてい

るアメリカ，中国などからの輸入がほぼ全量を占めると

考えられている。しかし，国産だいずは蛋白食品用に

適し50年後の需要見込畳は約85〇千トン．製油用を

含めた全需要量は4400千トンと推定されている。ま

た．国外での安価な蛋白資源として需要が増えるであ

ろうし，豊凶差なども考えると輸入丑のみに期待する

ことは困難であるから，当然国内自給率を高めること

が必要である。

第2には上記の期待を満たすためには現技術水準か

らみた108当たり収量，国内平均152毎から20年後は

242毎の多収化を推定しても生産に要する畑面横は

1，525千baと計算され，それはほぼ普通畑面積に等

しくなるようである。国内畑面積は1495千baでだ

いず作付は約6％に過ぎない，今後のだいず作の伸び

を予想しそれに転換畑25，0千baを推定すると生産量

は約800千トンとなり食品用850千トンの約70－80

％の自給可能性が推定できるといわれる。したがって，

だいずの需要量に対する生産は転換畑に大きく期待さ

れなければならない。とくに東北は広い水田面杭を持

ち転換畑も広面積となるので，国内産だいずの期待が

大きければ東北の転換細は主要な対象耕地となるであ

ろう。

第5には転換畑におけるだいずは飛躍的な多収が期

待される実例を持つことである。すなわち，10a当た

り収量で宮城農試788吻（1960．ミヤギシロメ）．岩

手県農家785毎（1982．十勝長菓）．東北農試675均

（19°5．十勝長菓）．山形農試最上分場d79吻（197m

東北55号マルチ栽培）など農試および鹿家の多収事

例がある。この多収水準に対して技術として再現化を

転換畑研究として急いでいるが，現時点において東北

線試では朝8吻（1969．ライデン）機械化栽培弱5毎

（19d7．十勝長稟）の収量を得た。しかし，多収事例

からみてさらに研究の究明を急がなければならないに

しても普通畑機械化栽培285毎（1967．十勝長菓）に

比較して127％の多収例を示した。この点からみれば

転換畑だいず作は普通畑に比較して多収的であること

が考えられる。だいず作としては転換畑が好適条件を

持つことになるであろう。

第4として転換畑だいず作の経済性である。転換畑

で作付されるそ菜などに比硬してだいずの経済性は低

い。しかし・宮城農試（転換畑標準技術体系，当た

ミヤギシロメ7200机口吻）よ。，収穫を稲用1粂バ

インダー作業に変えると中小型轢枕化技術体系で22．5

時間／10a，労働1日当たり所得4，480円が推算され

る。この推算値は銘柄品種としての特産価格ではある

が転換畑だいず作の1方向を示すものであろう。しか

し，この所得は水稲（1960．米生産費，全国平均248

吻／1Da，118時間／10a）2，495円に比較して著し

く高い。東北地域の米作は収量水準も高く，また，機

械化によって労働時間も短縮されているため労働1日

当たり所得は全国平均値より高い。また，だいずも特

定の銘柄品種でなく一般品踵であれば価格も半減され

るであろう。それにしてもだいず作の労働1日当たり

所得は米とほぼ匹敵することが推定される。このこと

は単作だいず作の有利性を云々するものではなく，だ

いず作の労働時間は極めて少ない省力作物であること

を重視すれば，他の生産部門と複合的な生産を行うこ

とによって，その高い労働生産性を経営上から重視さ

れてよい性格を示すものではなかろうか。転換畑だい

ず作が転換畑の集団化，経営の共同化，また計画的な

土地利用を複合的な営農を前提としたなかで組み立て

られて，その存在が意義づけられるのではないかと考

えられる。

第5には転換畑だいずの持つ土地改良と地力維持と

増強の作用が重視されてよいであろう。稲作に固定化

してきた東北の水田の性格はすでに収量限界点に達し

収量限界の打破には土牛基盤の改善が必要条件とされ

ている。改善方向には地下水位の低下と透水量．それ

に伴う地力の増強が主要因とされる。このような水田

の土壌基盤に対する水の制御は畑転換において畑作物

の導入を可能にする前提条件でもあり，水田，畑とも

に土壌基盤として必要な1条件に共通点が見出される。

すなわち，転換畑だいず作を可能にする土墟基盤とし

ての水の制御条件は，水稲収且の限界向上にも効果的

な作用を示すことになると考えられる。また．だいず

作の落葉は有機物の施用とともに地力増強の役割りも

果たすであろう。環境保全は農業においても重要な条

件であるが．水田を休耕化することは生産性の高い水

稲作のための土境基盤の保全ではなくむしろ積極的に畑

転換し，畑作物を導入し，畑作物根による土壌条件の

改良促進と維持が行われることが生産性の高い耕地の

保全を意味することになるのではなかろうか。

以上は東北地方における転換畑だいず作が重要視さ

れてよい条件と考えられるが．これらの土壌条件を活

かして生産性の高いだいず作を行うためにはさらに技

術的条件が必要となるであろう。

5）転換畑だいず作の栽培技術の重点

だいず作は労働1日当たり所得を重視して転換畑作

に計画的に導入されてよい作物となれば，その栽培法
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は検械化栽培が条件となるであろう。アメリカのだい

ず作は10．0時間／10aといわれ前記した宮城農試の

機械化技術体系に比較して％程度である○その理由は

主として大型機枕による省力化である○　しかし，宮城

農講の場合は25馬力トラクター，1粂刈バインダーの

作業で負担面積10baを想定したもので作業能力につ

いて対比の対象ではない。ただ10ba親模の中小型幾

第2表　　好適土壌条件（東北農試本谷氏）

械化体系は転換畑の集団化もこの程度の規模なら可能

であろうし，また，水稲作用機械の汎用性も考えられ

るためである。

（1）転換畑だいず作のための土壌基盤

だいず作の高収量に接近するための条件と検槻化作

業の能率，精度を高めるために必要とする土壌基盤の

条件を第2表に示した。

水　　　　　　　　　　　　　　　 田 畑

作

土

耕 土 深 ：1 8 － 2 0 C茄

肥 沃 虔 ：0．2 5 一一0．5 ％の全窒素

C ／ N l O ・－ 1 2

乾土効果 8 、 1 0 呼

毛管 よ り大 きい空間 ：表土 5 0（卿 こ5 ％以上

空 気 量 ：1 8 ％以上

塩 基置換容量 ：2 0 m e 有効保水量 ：1 6 ％以上（5 0C初に 5 0 風花以上）

（18 ～ 20 躇 ） 塩 基 飽 和 度 ：5 0 － 8 0 ％ 土壌 の硬度 ：（山中式 ）2 4 以下

下
りん酸吸収 力 ：1，0 0 0 前後 有効 りん酸 ：1 0 呼 以上 （ トルオーグ法 ）

居

士

有 効 り　ん 酸 ：1 5 喝 以上 塩基飽和度 ：5 0 － 8 0 ％

透　 水　 性 ：5 0 － 4 8 朗 ／ 日 M g O ／ C a O ：1 ／ ‘′－ 1 0

　 地下 水位 5 0 ～ 7 0（切

株造亀裂 のあること

地　 下 水 位 ：5 0e符以下

すなわち，畑土壌は含水比が少なく透水性が良好で

あり．とくに地下水位が低いことを条件としており，

転換畑だいず作についてもこの条件を満たした土壌基

盤が必要である。しかし，転換畑土壌の畑地化は地下

水位低下のみでは促進化が容易ではない場合が多い。

この促進のための手段として第2国のように本陪薬に

連結するように敷設した浅い層の弾丸暗渠の効果的な

作用がある。すなわち，本賠張と浅層の弾丸暗渠が連結

した状態で，稲作期間の中干し，落水期および非浦漑期

間の排水管理が十分であれば弾丸暗渠上層の亀裂が発

達し．透水良好な作土層の発達を促進することが難透

水の重粘土壌においても可能であることを示している。

弟2園　白色塗料流し込みによる亀裂水ミチ調査（宮城集試．1970）
弾丸暗渠近傍働地点の流し込み

浅層に敷設する弾丸暗渠の内部崩壊を防止し通水保全　　可能であることは今後の転換畑基盤整備に注目される

のために籾穀の充填も効果が認められている。また，　　ものである。土壌浅層の弾丸暗渠などによる地下水位

弾丸暗渠，籾設充塀などの工法が営農用トラクターで‾　　の制御は．その部位の設定がだいずの生産力に密接な
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関係を持っていることを第5表に示した。畑土壊また

は弾丸暗渠でも示したように転換畑の地下水位は少な

くとも40C町以上の深層にあることを必要とした。第

5表によると転換畑だいず作を高収量に接近する条件

としては地下水位の低い条件が必要であり．40で勿以

上の深層化を必要とするようである。しかし，地下水

位の高低は土佐による毛管上勝によっても異なるため，

毛管現象を確かめて弾丸暗渠の位置を決めることが必

要であろう。このような地下水位，透水性の制御は地

表滞水の排除とあいまって機械の効率的な作業を可能

にする土壌基盤でもある。

第5表　地下水位の差異とだいずの生育収量（東北集試）

年　　 次 前　　 作
地下水位 開　 花 期 成　 熟　 期 茎　　 長 着　 英 数 百 粒 重 子 実 重 同左 （％ ）

（ぐ芯J （月 日） （月　 日） （ぐ尽） （個　 体） （タ） （ダ／個 体） 20Cの／ 4仕切

1 9 °9
水　　 稲

4 0 7 5 0 1 0．4 4 1．8 1 5 4．5 2 °．0 7 5．7 1 0 8

（初年 目） 2 0 Z 2 9 1 （〕．5 4 5．5 ・1 2 0．8 2 4．0 6 5．7 8 4

1 9 7 D
水　　 稲

4 0 ヱ2 0 1 8．5 5 ふ5 2 0 2．1 2 4．5 1 1 0．1 1 0 0

（初年 目） 2 0 エ2 1 1 0．° 5 1．‘ 1 5 5．9 2 4．9 8 °．1 7 8

往．1）土壌：水稲湛水直播7年目．8年目の中性火山灰土壌。

2）品種：十勝長葉。
5）規模：ライシメーター（1〝㌔），2区制。

（2）転換畑だいずの機械化栽培

中小型機械による栽培技術で多収に接近するための

技術上の重要点は次のようである。

材）砕士卒および立毛精度

転換畑初年日の土壌は固結度が強く砕土率の向上が

難かしい状態となっているのが一般的である。砕士卒

は直径1．0（！詔以内の土塊の含有率で示され，70％以

上の含有率がだいずの発芽．生育上から必要条件とさ

れている。転換畑土嬢の砕士卒の1例を第4表に示し

たが，転換初年度の砕土率は不良であるが転換2年度

になると普通畑のような砕士卒とすることも難かしく

はない。すなわち，転換畑の砕土率については転換初

年度が最も注意される問題である。また．砕士卒と播

種深度の関係は第5表に示したように播種部の機構に

第4表　土塊分布の経年変化（東北農試）

年　　　 次 前　　 作　 物
土 塊 の直 径 （C詔 ）お よ び 含 有 率 （％ ）

0　～ 1 －　 2 ′－　 4 一　 ° 8．1 －

1 9 6 9

（転 作 初 年 目 ）
水　　　　 稲 5 0．7 1 8．7 1 8．7 Z 5 4．4

1 9 7 0

（ 2 年 目 ）

と うも ろ こ し d 乙0 1 5．1 1 2．8 5．4 5．9

だ　　 い　　 ず d Z d 1 5．7 8．8 5．9 4．0

平　　　 均 8 5．5 0 1 5．4 0 1 0．7 0 5．6 5 4．9 5

1 9 7 1

（ 5 年 目 ）

と うも ろ こ し 7 5．0 1 5．5 免4 1．7 2．6

だ　　 い　　 ず 7 5．8 1 5．4 ス9 4．0 0．9

平　　　 均 7 5．4 0 1 5．5 5 8・8 5 1 2．8 5 1．7 5

注．1）土壌：水稲湛水直播7年日に転換した中性火山灰土壌。

2）耕起：ボトムプラウ，14〝×2，28C屈探。

5）砕土：19°9；デスクハロー5回，ツースハロー2回．カルチパッカー1回。

1970，197盲；デスクハロー5回，ツースハロー2回，ローラー1回。

4）砕土時の含水比（％）

5）調査厨位：地表下8－1．0α招。
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第5表　土痍含水率．含水比とだいず播種期別播種深度変異（1971．
東北農試）

砕 土 率

（％ ）

含 水 比

（％ ）

オ ブ ナ ー の 毯 煩 （ 変 異 係 数 ％ ）

チ ゼ ル　 型 デ ス ク　 型 シ ュ　 ー 型 オ　 ー　 塾

5 ス　 7

5 2 ．° 2 ス 5 2 0 ．0 5 1．° 2 4 ．4

7 R d 2 4 ，2 2 0．8 2 0 ．0 1 8 ．8

8 5 ．5 2 5 ．° 5 1． 5 2 0 ．° 2 8 ．0

5 8 ．5

5 2 ．d 2 8 ．0 2 2 ，8 5 5 ．5 2 1． 1

7 R　 d 2 5 ．0 1 鼠　 5 2 占．4 5 2 ，5

8 5 ．5 1 ス 8 2 2 ．5 1 1．0 2 8 ．8

7 4 ．8

5 2 ．° 1 1．5 1 5 ．8 1 8 ．8 1 8 ．0

7 9　 ° － － － －

8 5．5 1 5． 1 1 4 ．0 2 4 ．5 1 ス 8

よる違いがあり．砕土率が高いほど播種深度は均斉と

なり，チゼル型のものが精度が高いようである○砕士

卒や播種揃度は第5回に示したように収量に影響する

立毛精度を変動する要因となるためである。すなわち，

収量が高水準化するに伴い立毛変異とは負の相関を示

（事／m℡）（本／5m）

12別（g／5けり

lお2日g／m2）

950　　　　　　10沸　　　　　　119）

（268）　　　（2％）　　　（324）
r　　父　　祖

日　立も救ならびに立も数変異　収量　の間係

第5回　機械化栽培だいずの立毛変異と収量性
（東北農試）

注．1）品　種：白目長菓

2）瞳　幅：71C珊

すようになり，立毛精度の向上が重要視される。機械

化栽培が手作業に比較して試験過程でも一般に低収化

する要因は主として立毛精度に影響されることが大き

い。立毛精度向上の条件としての砕士卒および播種機

の選定には注意が必要である。

（p）施肥改善

だいずは空中窒素を固定する根癌と共存し窒素の供

給を受けるとしても多収化のためには十分な養分量

ではなく．施肥法によって収量水準に相違が現われ．

根癌は好気性菌であるために水分過剰な土♯条件では

着生数の淑少や大型化が認められ．また．還元的な土

牛では着生が認められない場合も多い。根癖の着生が

みられない土張でも施用窒素によって生育は可能であ

るが低収であり，だいずの粒塾も小型化し不揃いとな

り品質は低下する。同様に適正な施肥法が行われなけ

れば多収．良品質化は期待できない。また．地力培養

の必要な理由でもある。転換畑初年日は根癖菌の接種

も必要である。第8表によると根瘡菌の接種効果がみ

られるが施肥窒素を増加すればその効果が減少する場

合があるが板膚菌接種の有無にかかわらず施肥窒素を

増加すれば多収化を示す。ただし蔓化∴過繁茂しやす

い品種の窒素多肥は避けるべきで．地力窒素の発現が

多い転換初年度はとくに注意を要する。また，基盤整

備で排水状態が擾めて良好となった転換畑は水の地下

湯透に伴ない土妹養分を洗脱して地力が減耗しやすい

ので有機物の多肥による地力増強に留意することが必’

要である。さらに栽培品種の生態型の選択にも注意を
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第‘表　水田転換畑におけるだいずの窒素施用量と生育（岩手県農試）

番 号

供　 試　 条　 件 茎　 長

くC勿 ）
分 枝　 数 英　　 数

全　 重

（吻 ／ 8 ）

千 乗 重

（毎 ′ a ）

同 左 比

（％ ）

盲 粒 重

（タ ）
晶　 毯 名 y　 皇 根 癌 菌

1

ラ イ デ ン

0．2

0．4

接　 種 7 4 ス　2 8 2 7 5．0 5 1．5 1 0 5 5 5．2

2 無 7 2 Z　d ‘ 4 7 2．8 5 0．5 1 0 D 2 R 5

5 接 8 2 5．8 8 0 d R　0 5 0．5 1 0 0 5 0．0

4 無 8 5 ム 2 8 8 7 2 ．8 5 0．4 1 0 0 2 8．5

5

山　 白　 玉

0．2

0．4

接 7 3 5．9 ‘ 5 7 5，5 5 0．2 9 8 5 ム 7

‘ 無 7 5 ふ さ ‘ 0 7 5．8 5 0．9 1 D O 5 5．7

7 接 8 1 5．5 7 7 7 5．5 2 8．8 1 0 2 5 5．7

8 無 7 5 5．5 5 7 7 1．5 2 8．1 1 0 0 5 2．7

9

白 目長 葉

0．2

0．4

接 7 4 2．4 1 9 7 2．8 5 0．2 1 0 ° 5 1．5

1 0 無 7 1 2．1 1 9 7 1．5 2 8．5 1 0 0 2 ス　5

1 1 接 8 4 2．5 1 7 7 3．5 ● 5 1．0 9 8 5 4．5

1 2 無 8 5 2 ．° 1 7 7 4．5 5 1．5 1 0 0 5 5．7

要する。

¢う　計画的な輪作

だいずの連作書は衆知のとおりである。その原田に

ついては明らかにされていないものが多くその究明は

重要な研究課題であるが，輪作によってその防止が可

能であることを重視すれば積極的に計画的な輪作方式

を組み立てることが必要である。第7表には連作によ

る収量低下を示した。すなわち，連作2年目で収量は

減少し5年目になると減収は著しくなる。転換畑だい

ずでも連作害を解消することはできないが，連作2年

日の収量は普通畑よりも減収程度が少ない傾向がある。

第8表に示したように合理的な輪作方式を組み立てる

ことで連作害を回避することが必要であるが，転換畑

では多少の減収を許すならば2年連作程度は土壌pII

の矯正．土嬢線虫防除．地力対策と合理的施肥などに

よって行われる場合もあるようである。

第7表　連作だいず収量の経年変化（東北集試）

転 換 畑

十 勝 長 糞

年　 次 1 9 °7 ，7 0 ’7 1

収 量 比 1 0 0 ％ 8 U ％ 2 8 ％

普 通 畑

奥 羽 15 号

年　 次 1 9 5 4 ’5 5 ■5 6

収 量 比 1 0 0 ％ ‘8 ％ 2 9 ％

第8表　輪作方式と収量（極／108）（1955．山形農試）

年　 次 初年 目 2 年 日 5 年 目 4 年 目 5 年 目 d 年 目 7 年 日
僻　　　　　　　 事

試験区 （1948） （1949） （1950） （195 1） （1952） （1955） （1954）

胞年輪換甲区 ．旦A 旦 4 0 5 2 5 5 4 7 9 2 2 5 4 7 5 － だいず　 水稲

三年畑転換 甲区 2 5 9 1，°4 9 2 5 2 5 1 占 2 5 7 1．8 7 8 － だいず 馬鈴薯　 だいず 水抱

注．1）土壌；2dC超まで；オリーブ灰，砂壌土，150C刀まで；灰緑色．敏砂質壌土。

2）だいずの品種；奥羽15号

5）施肥畳（晦／108）

作　　 物 封 ア2 0 5 K 2 0
石　　 灰 堆　　 肥

（硫 安 ） （過 石 ） （塩 加 ）

だ　 い　 ず 1．8 8 5．7 5 5．7 5 5 6．5 7 5 0

馬 鈴 薯 7　5 0 5．7 5 ま 7 5 5 6．5 7 5 0

水　　 稲 5．2 5 5．7 5 5．7 5 5 占．5 7 5 0

4）だいずの播種期，栽植密度：8月1日．睦幅約78C茄，株間

約24。詔，2本立（108当たり約1．1万本）。

（ニ）多収化のための水利用

転換畑におけるだいず作の安定多収には土壌基盤と

して水よりの解放を栽培の前提条件とした。しかし，

生育中において必要用水量を供給することもまた安定
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多収化に重要な条件である。転換畑においては計画的

なだいず作集団化が行われるならば，水の管理につい

ても可能な条件を持っていることは転換畑だいず作の

多収の1条件となることが期待される。だいず作にお

ける渾水と収量との関係を第4回に示したが注記はそ

の時期に土壌が湿った状態に渾水した結果である0す

三三」．

ト
Ⅷ
仙

5
0
「
〇
八
U
g

J
抹
稲
r
失
r

l
盤
（
収
ロ
叫
）

」
Ⅷ
L
l
仙

0
5
0
5

2
1
1

無
効
乗
数

I lIllt　Ⅳ

注

l（無処理日日花芽分化一開花期）tIl欄花終一芸萄茸変）

精
√
実
百
粒
囁－

h

6
　
　
　
　
4
　
　
　
　
2
　
　
　
　
g

O

 

O

 

O

株
　
晴
　
拉
　
重

l Ill［Ⅳ 皿
平
均
一
乗
捕
組
数

24

23

22

21

粒

Ⅳ

Ⅵ（窒芸鑓班）

山
I lI m　Ⅳ

弟4図　成熟掛こおける各区の諸形質および収量（東
北農試1972）

なわち，だいずの生育期間で水の有効利用が行われる

時期は開花終～茎葉黄変期であって，この期間の土壌

水分の多少は茎の太さ，重さ，有効乗数に作用し収量

のの多少に影響する。土療寡水分の状態はこれらの形質

を劣化し収量を低減する．したがって．だいず多収化

のためには槙極的にこの期間の水利用を必要とするで

あろう。このことは耕地の計画的な土地利用と水資源

の計画的な活用のうえから重要な意味を持つものとし

て重視すべきであろう。

（ホ）作物保護技術

とくに問題視される病害として転換畑では立枯れ性

病害の発生があり，発芽や生育を著しく不安定化して

いる。最近の研究でこれらの病害はイネ葉鞘網斑病菌

によることが確認された。防除法について研究が進め

られているが，病害の発現には第9表に示したように

土捷過湿による多発も看過できない問題として透水性

改良，地表汚水の防止，睦立栽培などに注意すべきで

ある。雑草の発生は転換初年目に少ない土壌もあるが，

ヒユ，タデなどの多発地帝も多い0とくに草丈の短い

雑草でも被度が大きくなると．普通畑より地温の低い

転換畑ではだいずの生育に及ぼす影響は大きくなる○

除草剤による雑草防除は第10表に示した。このほか

最近の研究によれば土壌混和剤と播種後土壌処理剤の

使用により高い除草効果が認められ，さらに宿根性雑

草の除草剤の開発や除草作業の機械化など注目される

ものがある。

第9表　土壊湿度と発病との関係（東北集札1971）

区　　　　　 別
7 月 1 5 日調査 8 月 5 日調査 8 月 2 5 日調査

草　　　 丈 発 病株 数 草　　　 丈 発 病株 数 草　　　 丈 発 病 株 数

平　　 畦　 区
C虜 ％ C符 ％ C虜 ％

55．5 1 0 8 1．8 4 2 9 8．0 8 2

高　　 睦　 区 2 ヱ1 0 7 8．8 8 8 ス　4 5 8

注．平睦区は滞水して土壌を多湿にした反面，高畦区は， 50 C孤の高さの高瞳として土壌を乾燥させた0

第10妾　転換畑における適用除草剤（昭和46年　日根調判定実一乗～継）

作　　 物 薬　　 剤　　 名 勉　 ■理　 法 使　　 用　　 量 適　用 地 帯 適用土壌 注　意　事　項

大　　 豆

C　 y　 P　 乳 播種土境処理 製 12D 一一150 才′8 寒　 冷　 地 全 土　 煉

イネ科優占地帯

1

トリフルラリ乳 〝 〝　22 、　 55 ㌢／8 全　　　 域 〝

M　C　C　水　和 〟 〝100 ～ 125 才／a
寒 冷 地
温暖地東部

沖積壌土

～埴土

注．畑除草剤がすべて適用できるが，転換畑についてとくに検討した0

N　収穫作業の綴械化

だいず栽培ではだいたいの作業が依械化可能である

が，収穫作業の機械化が遅れ，それがだいず作の規模

拡大を制約する主な要田となってきた。しかし，水稲

の一条′くインダーはだいずの収穫にも十分利用できる

ようになった。第11表によるとだいずの英水分が28
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第11表　バインダー刈取時刻と試料含水率および損失（1971東北集試）

　 時 刻
月 日 （時 分）

試 料 含 水 彬 ） 択　　　　 失　　 （％）

茎 さ　 や 子　 実 刈 残 し
刈取 り

ヰ

島 立

（診

運 搬

（診
計

① ～ ③

計

1 0．° 8．5 0 6 5．4 2 ‘．5 2 4．° 5．9 0．2 0．5 0．1 5．2 1．5

7 鼠 5 0 ‘1．1 1 免　8 2 0．5 0，4 0．5 0．7 1．1 2．5 2．1

7 1 0．1 5 d t 9 1 R 7 2 0．4 2．2 0．7 1．4 1．8 ‘．1 5．9

7 1 1．0 0 5 鼠 5 1 5．° 1 R　S 5．1 1．7 1．5 2．2 1　 8・5 5．2

注． 1） ① ：刈 取 時 ，②　 島 立乾 煉 時 （2 日間 ），③　 運搬 時 の 落下粒 。

2）ェソジソ回転速度（rpm）：1，劇0，ギヤー位置：高速。

作業速度：0．‘7〝l′砂。

5）刈取り高さ：平均18・5e詔

％以下であれば損失も少なく実用性がある○また，脱

穀は賽水分25％以下ならスレッシヤーで粒損傷；少

なく拷粒歩合も高い。したがって，だいず落葉後で裂

賽の少ない時間帯を選び収穫，島立てによる予備乾煉

を行い脱穀，人工乾燥の作業体系が可能である0

4）今後における研究上の問題点

1）だいず多収の再現に関する技術要田

2）転換畑だいず作の水利用と水収支


